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令和4年度通常社員総会
-2023（令和5）年3月19日（日）於国立療養所長島愛生園 愛生会館-

　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、本年度も令和2年度以降3回連続で正会員の皆さまのみ
にご参集いただき、開催しました。長島愛生園内での通常社員総会の開催は本法人設立後初となった2018
（平成30）年度以来となり、本法人が本格的に活動を始めて5年を終える節目にふさわしい総会となりま
した。会場をご提供いただきました長島愛生園関係者の皆さまには、厚くお礼申し上げます。
　当日は正会員総数98者中、59者の皆さまにご出席いただき総会が成立している報告がされた後、議長に
原憲一理事長が選出されました。
　審議事項として、事務所を現在の邑久光明園内から長島愛生園内へ移転する定款の変更が上程されまし
た。正会員による質疑応答の後に採決がおこなわれ、賛成多数で議決されました。承認いただきました移
転後の本法人事務所概要は、本号2ページをご覧ください。
　その後、令和4年度事業として国立療養所長島愛生園の園内全域を対象とした悉皆調査等の報告がされ
ました。概要を本号3ページから5ページに掲載しておりますので、ご覧ください。
　今回の通常社員総会開催にあたり委任状又は書面表決書を提出いただき、総会成立にご協力くださいま
した正会員41者の皆さまには、誌面を借りてお礼申し上げます。
　なお、総会終了後には令和4年度第3回理事会が同会場で開催され、3月31日の任期満了に伴い平松正臣
理事と横山次男理事が理事を退任されることとなりました。両理事には法人成立時から5年以上にわたり
大変お世話になりました。心よりお礼申し上げます。                                             



むつみ交流館

綜合案内
さざなみハウス

自治会

「愛生誌」編集部
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国立療養所長島愛生園「旧患者売店」（本法人新事務所）概要

〒701-4501　岡山県瀬戸内市邑久町虫明6539番地
　　　　　　 長島愛生園入所者自治会役員選出委員会選挙事務所棟内

お礼

この度、本法人事務所の移転先として承認いただきました長島愛生園「旧患者売店」は、1930（昭和5）年12月竣工の歴
史的建造物です。同年1月竣工の「園長官舎」（国登録有形文化財）に次いて歴史のある木造建築で、長島愛生園入所者が
日常的に利用してきた旧有菌（患者）地帯内では最も古い木造建造物を、長島愛生園及び入所者の皆さまのご理解により
事務所としてお借りします。

新事務所 所在地

竣工前後と推定される「患者売店」周辺の写真
（長島愛生園歴史館蔵）

二度の増築を経て現在に至る「旧患者売店」
内部は時代の変遷に伴い大きく改装され、現在は30畳の畳敷

新事務所所在地

新事務所開所日 2023（令和5）年4月1日（土）

その他 開所日、閉所日、電話・ファックス番号及びメールアドレスは、本号6ページの
記載内容から変更はありません。

2018（平成30）年4月3日に現在の事務所を開所して以来5年間、邑久光明園及び入所者の皆さまには大変お世
話になりました。心よりお礼申し上げます。今後も入所者の皆さまの在園生活の充実を第一としつつ、長島両
園の将来構想の一つとして世界遺産登録に向けた歩みを進めますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

2023（令和5）年3月31日　事務局員一同

「賣店」の文字が確認できる「昭和6年建物配置図」（一部）
（長島愛生園歴史館蔵）
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国立療養所長島愛生園「悉皆調査」
樹木が繁茂する前の地表と建造物等の関係を把握する調査の一環として、本年3月9日に園内各地のドローン撮影を実施
しました。調査目的の撮影でしたが、編集後にはYouTubeにアップする予定です。

現存する十坪住宅5棟と、かつて多くの十坪住宅が立ち並んだ
光ヶ丘南側斜面

開園前からの善兵衛田（重病舎跡）の窪地と
既存施設をリノベして整備された「むつみ交流館」

新良田治療分室と少年少女舎、愛生学園跡

光ヶ丘東側斜面の農区跡。段畑の跡には交流の証であるサクラが植樹されている。
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国立療養所長島愛生園「内白間エリア測量」
「収容桟橋」の実施設計策定にあわせて、昨年11月9日に「旧収容所」や「監房跡」を含む内白間エリアのポイントを
絞った測量を実施しました。

測量の成果を最新の長島愛生園CADデータと「昭和13年配置図」（合成図を作成）に合理的な補正を加えながら重ね合
わせたところ、現在は一部が埋め立てられ道路や駐車場になっている内白間海岸の開園時の沿岸線が明らかになりまし
た。その結果、1939（昭和14）年に「収容桟橋」が竣工する以前、患者が初めて愛生園に足を踏み入れた場所だった
「患者上陸場」の位置を確認することができました（以下、赤色で囲った箇所）。

「昭和6年建物配置図」（一部）長島愛生園歴史館蔵 測量成果と「昭和13年配置図」の重ね合わせ

悉皆調査の一環として実施したドローン撮影成果。「旧収容所」北側、やや傾斜のある地形が「患者上陸場」跡
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十坪住宅「梅ヶ香」（1937年築）

塗り替え中（2022年8月） 塗り替え後（2023年2月）

令和4年度に実施されていた塗装の塗り替えが完了しました。大橋は来る5月に開通35周年を迎えます。

邑久長島大橋の塗装修繕が完了

国立療養所長島愛生園の歴史的建造物4件　緊急保全措置施工へ

十坪住宅「第四千代田」（1933年築）

新良田治療分室（1957年築） 邑久高等学校新良田教室特別教室（1955年築）

2021（令和3）年度、本法人の世界遺産登録に向けたロードマップ委員会（委員長：田村朋久長島愛生園歴史館主任学
芸員）は、長島愛生園歴史的建造物保存検討ワーキング・グループ（座長：山本典良園長）と協働で歴史的建造物等43
件を保存対象とし、厚生労働省「歴史的建造物保存等検討会」に提出しました。昨年12月23日に開催された第11回同
検討会では、多磨全生園（東京都東村山市）と長島愛生園の保存対象リストが協議されました。協議の結果、長島愛生
園については以下の4物件に対して建物の劣化を抑制する緊急保全措置（鞘堂形式）が施工されることとなりました。



編集・発行
特定非営利活動(NPO)法人
ハンセン病療養所世界遺産登録推進協議会事務局

〒701-4501岡山県瀬戸内市邑久町虫明6253番地
（国立療養所邑久光明園旧入所者自治会館内）
TEL：0869-24-8872　FAX:0869-24-8873
email：hansen-wh.jp@aioros.ocn.ne.jp 

開所日：火曜日～土曜日
閉所日：日・月曜日、祝日、振替休日、年末年始
開所時間：午前9時～午後5時

本法人の活動費は、岡山県瀬戸内市に寄せられたふるさと
納税でお支えいただいています。平成29年度の開始以来、
年々増加しており、令和4年中（12月31日現在）には過去
最高となる合計1,450万円をお寄せいただいております。ふ
るさと納税を検討中の方がおられましたら、ぜひ私どもの
取り組みをご紹介ください。

　岡山県瀬戸内市ふるさと納税特設サイト
　 https://setouchi-cf.jp/nagashima/

https://www.youtube.com/channel/UCHeBTc4Vx5Ixc2BoUpk9Fig

ふるさと納税でご支援いただいています
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◎この会報誌の著作権は本法人に帰属します。無断転載はご遠慮ください。

-みんなでつくり、語り継ぐ「十坪住宅貯金箱」プロジェクト-
作品集が完成

前号で紹介しました標記プロジェクトを
実施された寒風陶芸会館様（瀬戸内市牛
窓町長浜）により、完成した全作品を掲
載した作品集（A5フルカラー）が届きま
した。作品集は、長島愛生園歴史館と本
法人事務局、長島愛生園内「喫茶さざな
みハウス」に置いています。ご来場・ご
来店の際にはぜひ手に取ってご覧くださ
い。

ご寄付いただいた皆様（R4.11.15～R5.3.18）
岡山県曹洞宗青年会　様

藤岳尋幸　様
中尾伸治　様
古林海月　様
釜井大資　様

　



 61,929円
 2,000円

 10,000,000円
 35,297円
 62,000円

 
合計5件 10,161,226円

寒風陶芸会館
https://www.sabukaze.com/index.html

※編集後記はお休みしました。

作品撮影は牛窓テレモークで活躍中の相澤心也さんと大岩利佳子さん

過去に実施した長島愛生園と邑久光明園の調査は、YouToubeでご覧ください
長島愛生園「収容桟橋」「監房跡」、邑久光明園「旧少年少女舎」の調査の
様子をまとめた動画を公開しています。調査の手法や過程をご覧ください。


